

































































スト 1 なのかという疑問がわく。そこで表 1 は、住民基本
台帳人口、交通事故死者数、車保有台数、運転免許保有者
数の 4 指標を県別に集計したものである。さらに表 2 では
前 4指標の相関係数を算出してみた。
　先ず 4 指標をみると、a. 住民基本台帳人口は、最大値が










たのが e 〜 g である。これによって都道府県ごとの実数値
のバラツキは修正され、相互に比較することができる。
　先ず e. 人口千人当たりの交通事故死者数は、1 位は佐賀
県 0.066 人、2 位福井県 0.061 人、3 位は三重県 0.060 人と
続き、最下位は東京都の 0.013 人となる。そして愛知県は
0.027 人であり全国 41 位ということになり、交通事故死者
数は他都道府県と比較すれば少ないほうであろう。
　同様に f. 人口千人当たりの車保有台数は、1 位群馬県
883.63 台、2 位長野県 879.04 台、3 位山梨県 873.09 台、4
















no 都道府県名 (人) (人) (台) (人) (人) 順位 (台) 順位 (人) 順位
1 北海道 5,463,045 169 3,734,386 3,390,324 0.031 38 683.57 36 620.59 41
2 青森県 1,367,858 54 1,009,588 863,420 0.039 26 738.08 31 631.22 39
3 岩手県 1,311,367 64 1,028,463 843,957 0.049 11 784.27 18 643.57 35
4 宮城県 2,329,439 83 1,682,193 1,527,419 0.036 32 722.15 32 655.70 26
5 秋田県 1,070,226 37 825,478 691,168 0.035 33 771.31 22 645.81 34
6 山形県 1,151,318 44 937,800 779,264 0.038 28 814.54 10 676.85 10
7 福島県 1,976,096 87 1,645,064 1,306,025 0.044 18 832.48 6 660.91 23
8 茨城県 2,993,638 132 2,568,127 2,054,453 0.044 17 857.86 4 686.27 5
9 栃木県 2,010,272 102 1,708,125 1,399,307 0.051 10 849.70 5 696.08 2
10 群馬県 2,019,687 67 1,784,664 1,414,669 0.033 35 883.63 1 700.44 1
11 埼玉県 7,288,848 173 4,043,556 4,618,952 0.024 44 554.76 42 633.70 38
12 千葉県 6,247,860 182 3,582,470 3,970,803 0.029 39 573.39 41 635.55 36
13 東京都 13,202,037 172 4,423,025 7,646,704 0.013 47 335.03 47 579.21 46
14 神奈川県 9,100,606 185 3,998,970 5,571,029 0.020 45 439.42 45 612.16 44
15 新潟県 2,354,872 103 1,848,452 1,583,377 0.044 19 784.95 17 672.38 15
16 富山県 1,091,612 44 898,789 747,957 0.040 23 823.36 8 685.19 6
17 石川県 1,163,380 55 896,454 774,355 0.047 12 770.56 23 665.61 21
18 福井県 808,229 49 660,584 542,396 0.061 2 817.32 9 671.09 16
19 山梨県 861,615 49 752,259 597,667 0.057 5 873.08 3 693.66 3
20 長野県 2,160,814 82 1,899,448 1,490,465 0.038 29 879.04 2 689.77 4
21 岐阜県 2,098,176 93 1,680,012 1,421,633 0.044 15 800.70 12 677.56 8
22 静岡県 3,803,481 143 2,868,729 2,570,712 0.038 30 754.24 25 675.88 12
23 愛知県 7,478,606 204 5,135,616 5,012,839 0.027 41 686.71 35 670.29 17
24 三重県 1,868,860 112 1,505,610 1,265,516 0.060 3 805.63 11 677.16 9
25 滋賀県 1,421,779 63 1,019,328 951,092 0.044 16 716.94 33 668.95 18
26 京都府 2,585,904 69 1,342,120 1,591,400 0.027 42 519.01 44 615.41 42
27 大阪府 8,878,694 143 3,740,809 5,098,975 0.016 46 421.32 46 574.29 47
28 兵庫県 5,655,361 182 3,017,695 3,474,224 0.032 36 533.60 43 614.32 43
29 奈良県 1,403,034 45 834,522 908,229 0.032 37 594.80 40 647.33 33
30 和歌山県 1,012,236 39 756,023 684,607 0.039 27 746.88 28 676.33 11
31 鳥取県 587,067 34 465,430 385,303 0.058 4 792.81 15 656.32 25
32 島根県 711,364 26 553,940 464,574 0.037 31 778.70 20 653.07 30
33 岡山県 1,945,208 90 1,525,382 1,297,391 0.046 14 784.17 19 666.97 20
34 広島県 2,876,300 117 1,885,519 1,862,428 0.041 22 655.54 38 647.51 32
35 山口県 1,443,146 58 1,076,927 936,704 0.040 24 746.24 29 649.07 31
36 徳島県 782,342 31 622,498 532,438 0.040 25 795.69 13 680.57 7
37 香川県 1,010,028 52 782,299 681,415 0.051 9 774.53 21 674.65 13
38 愛媛県 1,436,527 75 1,018,108 940,739 0.052 8 708.73 34 654.87 28
39 高知県 754,275 41 564,476 494,275 0.054 7 748.37 26 655.30 27
40 福岡県 5,118,813 147 3,327,118 3,248,603 0.029 40 649.98 39 634.64 37
41 佐賀県 852,285 56 675,110 568,466 0.066 1 792.12 16 666.99 19
42 長崎県 1,424,533 49 950,247 866,054 0.034 34 667.06 37 607.96 45
43 熊本県 1,825,686 76 1,365,210 1,198,886 0.042 21 747.78 27 656.68 24
44 大分県 1,197,854 56 920,228 782,925 0.047 13 768.23 24 653.61 29
45 宮崎県 1,142,486 49 943,387 768,993 0.043 20 825.73 7 673.09 14
46 鹿児島県 1,703,126 94 1,352,297 1,129,143 0.055 6 794.01 14 662.98 22
47 沖縄県 1,448,358 36 1,077,427 908,737 0.025 43 743.90 30 627.43 40














d.運転免許保有者数 1.00 0.88 0.95
■　4　名古屋市のアンディティ「自動車都市」
　さらに g. 人口千人当たりの運転免許保有者数では、最大
値 1 位群馬県 700.44 人、次いで 2 位栃木県 696.08 人、3 位
山梨県 693.66 人となり、最下位の 47 位大阪府は 574.29 人
となり、愛知県は 17 位 670.29 人である。
　さらに表 2 をみると、4 指標の相関係数が、いずれも正の
か高い相関を示しており、なかでも a. 人口と d. 運転免許
者数は 1.00 となり、人口に比例して運転免許保有者数が多
い。さらに交通事故死者数は、c. 車保有台数 0.96、d. 運転








　また人口千人当たりでみた場合、上位 5 位以内に e. 交通
図 4.　広路線伏見町付近 図 5.　旧鉄炮町 1丁目より北方をみる
事故、f. 車保有台数、g. 免許保有者数の 3 項目に該当する








　1889 年 ( 明治 22 年 ) に市制が施行され名古屋市が誕生し
た。1934 年には、人口 100 万人を越える都市に成長した。






















































































　事業施行者は、個人 - 土地所有者、借地権者が 1 人また
は数人で共同して行うもの、組合 - 土地所有者、借地権者




















〜 30m 幅員の幹線道路が 43 路線 268,461m、20m 〜 15m 幅員













線街路、区画街路、特殊街路 ( 地下道 ) の名称と幅員を示
したものである。こうした詳細な区画街路までみてみると、
最大幅員は 100m、幹線道路も 50 〜 30m の幅員が確保され、
さらに区画街路に至っては車の交互通行が可能であり歩道




























































注 6: 名古屋市住宅都市局街路計画課編 :名古屋市都市計画
道路網図、縮尺 1/2500、平成 23 年 3 月、







近代 2、近代 3、現代、2012 〜 2014。
名古屋市住宅都市局編 :区画整理の街なごや (新版 )、名古
屋市、2009。
図 9.　現在の名古屋市内・桜通線 (筆者撮影 :2015 年 3月 )
・3 車線交互通行の
■　8　名古屋市のアンディティ「自動車都市」
